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17.1586.31

風化
頁岩

茶褐 D Ⅲｃδ
主に粘土化した土柱状コアで採取される
。
強指圧で崩れるほどに脆弱である。

18.4085.06

砂
岩

淡灰
～灰

C Ⅲｂα

短柱状コアで採取される。
GL-17.55m付近までは脆く手で崩れる。
GL-18.00m付近までは手で容易に割れる。

19.0084.46
頁岩 緑灰

D～
C

Ⅲa α
概して棒状コアで採取されるが，層理面
に沿って割れやすい。
GL-18.5m付近，礫状コアを呈す。

20.0083.46

砂
岩緑灰 C Ⅱa α細粒砂岩。短柱状コアで採取される。

20.8082.66
頁岩 緑灰 C Ⅱa α棒状コアで採取される。

21.8081.66

炭質
頁岩

暗灰 D Ⅲa α
短柱状コアで採取される。岩組織は残す
が総じて脆い。
層理面に沿って剥離しやすい。

頁
岩

緑
灰C Ⅲa α

短柱状コアで採取される。
閉口性のヘアクラックが認められる。
ハンマー打撃でヘアクラックに沿って崩
れる。
GL-22.00～-22.30m区間に細粒砂岩を挟む
。
GL-23.60m付近は炭質を帯びている。
GL-24.40m付近，礫状コアを呈する。
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α

短柱状コアで採取される。
閉口性のヘアクラックが認められる。
ハンマー打撃でヘアクラックに沿って崩
れる。
GL-22.00～-22.30m区間に細粒砂岩を挟む
。
GL-23.60m付近は炭質を帯びている。
GL-24.40m付近，礫状コアを呈する。

30.1773.29
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B

Ⅱ

a

α

細粒砂岩。
棒状コアで採取され，堅硬な岩である。
所々に45°程度の開口亀裂が認められる
。
Gl-26.90～-27.50m区間にて，90°近い縦
亀裂が発達。
亀裂面は開口しているが，風化・変質は
見られない。
所々にφ20mm程度の亜円礫が認められる
。
GL-29.80～-30.10m付近は礫優勢。
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




